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昨
年
末
に
発
表
さ
れ
た
２
０
１
５
年
の
年
間
流
行
語
大
賞「
爆ば
く

買が

い
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
増
え
て
い
く
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

二
本
松
市
で
は
、
今
年
を「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
元
年
」と
位
置
付
け
、

外
国
人
旅
行
者
の
誘
客
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。インバウンド（inbound）とは、外から入って

くる旅行、一般的には訪日外国人旅行を指し、
反対に日本人の海外旅行をアウトバウンド
（outbound）といいます

インバウンドって何？

What's
Inbound?

日本ではアウトバウンドに比べ、インバウンドの数が著しく少なかったことから、2003年政府は
「外国人旅行者訪日促進戦略」を掲げ、訪日外国人旅行者の増加に努めてきました。その結果、国土
交通省・観光庁によると、2015年に日本を訪れた外国人旅行者は1,973万7,000人（推計）となり、前
年比47.1％の増加で３年連続で最高を更新しました。
インバウンドの事業効果は、宿泊や食事、買い物などの経済効果だけではありません。日本には
歴史や文化、自然などの世界に誇れる「日本の良さ」がたくさんあるにもかかわらず、その「良さ」は
日本人でさえ十分に認識しきれていません。
インバウンド事業は、訪日外国人の目を通じて、私たち日本人が気付かなかった日本の「良さ」を
改めて発見することができ、その「良さ」を伸ばしていくことで、魅力ある地域づくりへとつなげる
ことができるのです。

訪日外国人旅行者数の推移（2004～2015年）
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注：2014 年以前は確定値、2015 年１月～10月は暫定値、2015 年 11 月～12月は推計値。
出典：日本政府観光局（JNTO）

2015年 主な国籍・地域別
訪日外国人旅行者数ＢＥＳＴ５
2015年の外国人旅行者数は、世界各
国からバランスよく伸びたといわれま
すが、東アジア諸国からの旅行者数が
全体の71.9％に達しています。
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主な国籍・地域別の
訪日外国人１人当たり旅行支出額

2015年の訪日外国人１人当たり旅行支出額平均
（速報）は17万6,168円で、前年に比べ16.5％の増
加となっています。

出典：日本政府観光協会（JNTO）
H27.1～10月は暫定値、同年11～12月は推計値
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訪日観光客の主な旅行目的
（訪問前・複数回答／2015年10月～12月期）
報道などでよく目にする訪日外国人のイメージといえば、
ショッピング（買い物）が頭に浮かびます。しかし訪日外国
人の主な旅行目的で一番多かったのは「日本食を食べるこ
と」でした。日本の自然や歴史に触れ、日本の四季を体感
したい外国人も多くいることが下表から見てとれます。

日本食を食べること（70.1％）

ショッピング（53.6％）

自然・景勝地観光（44.6％）

繁華街の街歩き（38.5％）

温泉入浴（29.2％）

　　　　旅館に宿泊（21.5％）

　　日本の歴史・伝統文化体験（15.7％）

　日本の日常生活体験（14.3％）

花見・紅葉・雪などの四季体感（13.5％）
観光庁（訪日外国人の消費動向報告書）より

ようこそ日本へ。
ようこそ二本松へ。

台湾（中華民国）
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日
本
全
国
の
自
治
体
が
知
恵
を
絞
り
合
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
。

外
国
人
か
ら
見
た
二
本
松
市
の「
良
さ
」を
知
り
、
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

「
元
年
」は
じ
ま
る

〜
交
流
人
口
の
増
加
は
、地
域
活
性
化
の
カ
ギ
と
な
る
〜

二
本
松
市
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ぜ
今
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
の
か

　
二
本
松
市
に
お
い
て
平
成
26
年

の
１
年
間
で
出
生
し
た
数
は
３
６

８
人
、
死
亡
し
た
方
の
数
が
７
８

７
人
で
、
１
年
間
の
自
然
動
態
人

口
は
４
１
９
人
減
っ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た（
県
現
住
人
口
調
査
年

報
よ
り
）。
少
子
化
が
進
み
定
住

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
今
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
も
人

口
減
少
の
問
題
を
解
消
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
対
策
と

並
行
し
て
観
光
客
な
ど
の
交
流
人

口
を
拡
大
し
、
人
口
減
少
に
よ
る

経
済
的
な
影
響
を
緩
和
さ
せ
、
市

に
活
力
を
も
た
ら
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
昨
年
行
わ
れ
た「
二
本
松
！
お

祭
り
三
昧
！
大
集
合
！
」や
二
本

松
城
跡
で
の「
夢
の
一
夜
城
」な
ど

も
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　
そ
し
て
今
年
は
世
界
へ
。
コ
ン

ビ
ニ
大
手
の
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン

の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
親
日

的
で
来
日
観
光
客
数
が
安
定
的
に

増
え
て
い
る
台
湾
か
ら
の
誘
客
を

目
指
し
ま
す
。

二
本
松
版
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　
１
月
末
、
二
本
松
市
内
を
中
心

に
台
湾
の
人
気
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ

ト「
Ｓ
ｐ
ｅ
Ｘ
ｉ
ａ
ｌ（
ス
ペ
シ
ャ

ル
）」の
メ
ン
バ
ー
が
旅
番
組
の
収

録
を
行
い
ま
し
た
。
撮
影
さ
れ
た

映
像
は
、
３
月
に
台
湾
の
主
要
テ

レ
ビ
局
で
４
週
連
続
放
映
さ
れ
る

他
、
１
日
に
約
２
０
０
万
人
が
利

用
し
台
湾
国
内
に
約
５
千
店
舗
あ

る
台
湾
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
の
大

型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
約
１
カ
月
間

放
映
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
映

像
を
、
閲
覧
す
る
人
が
10
万
人
以

大
の
ア
ピ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
、

市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
の
募

集
や
台
湾
講
習
会
を
実
施
し
た
り

と
、
お
も
て
な
し
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す（
台
湾
の
簡
単
な
紹
介
を

次
頁
に
掲
載
）。

　
こ
れ
か
ら
も
二
本
松
市
の「
良

さ
」を
国
内
外
に
発
信
し
続
け
、

本
市
を
よ
り
活
力
と
魅
力
の
あ
る

ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
の

お
も
て
な
し
ポ
イ
ン
ト

・
本
場
の
も
の
を
提
供
す
る

・  

日
本
の
お
も
て
な
し
の
精
神
を

大
事
に
す
る

・  

心
か
ら
受
け
入
れ
る（
そ
う
す

る
こ
と
で
、
言
葉
が
通
じ
な
く

て
も
自
然
と
相
手
に
も
そ
れ
が

伝
わ
る
）

上
と
い
う
彼
ら
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
世
界
に
発
信
し
、
本
市
の
知

名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、

６
月
に
は
彼
ら
を
応
援
す
る
フ
ァ

ン
が
集
う
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
本
市
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

二
本
松
で
の
お
も
て
な
し

　
現
在
、
台
湾
政
府
は
原
発
事
故

に
伴
い
酒
類
を
除
き
福
島
県
産
品

の
輸
入
を
停
止
し
て
い
ま
す
。
こ

の
再
開
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
中
で「
来
て
よ
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
最

大勢の参加者が
集まった台湾講
習会▼▶

▲左からＳpeXialのフォンティエンさ
んとチェンシャンさん、女優のユリさん

旅番組収録スナップ
１月17日から３日間で収録
した旅番組。二本松駅をス
タートし、スキー、和紙漉
きなどを体験
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◀台湾の国土は日本の九州の面
積とほぼ同じ。台湾最大の島で
ある台湾島をほぼ南北に縦走す
る５つの山脈が島の面積の約半
分を占め、その中の玉山は、富
士山よりも高い。気候は島の北
部が亜熱帯で南部は熱帯に属し
ており、夏は蒸し暑いのが特徴。
首都は台北市で、日本人観光客
の多い高雄市は、島の南部にあ
る。

台
た い

　湾
わ ん

 ～豆知識～
「台湾」とは、公文書上では「中華民国」と呼ばれます。台湾
は1895年～1945年の間、日本の統治下にありましたが、台
湾の方々が「もっとも好きな国」にあげるのが日本で43％、
２位の中国や米国の７％を大幅に引き離しています（日本と
台湾の窓口である（公財）交流協会の2012年度版「台湾におけ
る対日世論調査」）。日本に旅行したいと考える方々も８割
以上おり、とても親日的であるといえます。

親
日
的
な
理
由

　
１
９
４
５
年
ま
で
、
台
湾
は
日

本
の
統
治
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
時
期
が
台
湾
の
発
展
に
貢
献

し
た
と
考
え
る
人
が
台
湾
国
内
で

も
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。
統
治

時
代
、
日
本
は
莫
大
な
国
家
予
算

を
費
や
し
て
土
地
改
革
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
整
備
、
産
業
育
成
な
ど

を
行
い
、
台
湾
の
近
代
化
を
推
進

し
、
経
済
大
国
と
な
っ
た
現
在
の

台
湾
の
礎
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
施
設

が
、
台
湾
農
業
の
発
展
に
大
き
な

貢
献
を
し
た「
烏う

山さ
ん

頭と
う

ダ
ム
」で
、

建
設
当
時
東
洋
一
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
ダ
ム
は
日
本
人
技

師「
八は
っ

田た

與よ

一い
ち

」を
中
心
に
10
年
の

歳
月
を
か
け
て
建
設
さ
れ
、
現
在

の
台
湾
で
も
八
田
の
名
前
を
知
ら

な
い
人
が
い
な
い
ほ
ど
で
、
日
台

友
好
の
象
徴
的
な
人
物
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
の
イ
メ
ー
ジ

　
台
湾
人
の
日
本
へ
の
イ
メ
ー
ジ

は
、「
清
潔
」「
親
切
」「
ル
ー
ル
を

よ
く
守
る
」「
安
全（
治
安
・
食

品
）」「
丁
寧
」な
ど
、
良
い
イ
メ
ー

ジ
が
多
い
よ
う
で
す
。
日
本
人
が

あ
い
さ
つ
す
る
際
に
お
辞
儀
を
す

る
姿
は
、
台
湾
の
方
か
ら
見
る
と

「
丁
寧
な
人
」と
い
う
印
象
を
与
え

る
よ
う
で
す
。

温
か
い
も
の
が
大
好
き

　
台
湾
で
は
、
冷
た
い
も
の
は
体

に
良
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
街
中
の
至
る
所
に
お
鍋

屋
さ
ん
が
あ
り
、
暑
い
夏
で
も
冷

房
を
つ
け
て
鍋
料
理
を
食
べ
る
そ

う
で
す
。
ま
た
台
湾
の
飲
食
店
で

は
、
夏
で
も
温
か
い
お
茶
が
出
る

そ
う
で
、
台
湾
の
方
か
ら
す
る
と
、

冬
で
も
冷
た
い
水
を
出
す
日
本
が

不
思
議
に
感
じ
る
そ
う
で
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
」

「
こ
ん
ば
ん
は
」は

 

「
你
好（
ニ
ー
ハ
オ
）」

　
台
湾
の
公
用
語
は
中
国
語（
北

京
語
）で
す
が
、
中
国
で
使
わ
れ

て
い
る
公
用
語
と
で
は
書
体
や
発

音
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
台
湾
で
使
わ
れ
て
い
る
簡
単
な

中
国
語
を
紹
介
し
ま
す（
下
表
参

照
）。

二
本
松
市
と
の
関
係

　
大
正
12
年
、
経
営
状
態
が
厳
し

か
っ
た
岳
温
泉
街
に
、
当
時
、
台

湾
で
随
一
の
実
業
家
・
木
村
泰
治

（
秋
田
県
出
身
）が
私
財
を
投
じ
て

経
営
を
立
て
直
し
、
岳
温
泉
繁
栄

の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
後
昭

和
12
年
、
木
村
氏
は
台
湾
の
初
代

商
工
会
議
所
会
頭
と
な
っ
て
い
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
多
額
の

義
援
金
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

　
東
日
本
大
震
災
後
、
多
く
の

国
々
か
ら
義
援
金
や
救
援
物
資
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
台
湾

か
ら
の
義
援
金
は
約
２
０
０
億
円

以
上
と
な
り
、
総
額
で
は
ア
メ
リ

カ
に
次
い
で
２
番
目
の
額
で
す
が
、

人
口
割
に
す
る
と
世
界
一
で
し
た
。

ま
た
台
湾
の
日
本
大
使
館
に
当
た

る
公
益
財
団
法
人
交
流
協
会
の
建

物
内
に
は
、
壁
一
面
に
被
災
者
へ

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
今
も
貼
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
６
日
に
発
生
し
た
台
湾
南

部
地
震
で
は
、
多
く
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。
な
お
、
二
本
松
観
光
協
会

が
主
体
と
な
り
、
緊
急
支
援
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▲台湾の小学生が書いた応
援メッセージ。「頑張れ日本」
などと書かれています

日本語 中国語
（北京語） 発　音

こんにちは（こんばんは） 你好 ニー　ハオ
いらっしゃいませ 歡迎光臨 ファン　イン　グゥアン　リン
ありがとうございます 謝謝 シェ　シェ
どういたしまして 不客氣 ブ　クォー　チー
お水 水 スウェイ
レストラン 餐廳 サァン　ティン
タクシー 計程車 ジー　ツン　ツォー
お手洗い 洗手間 シー　ソォー　ジェン

台北市

高雄市


